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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月12日(2009.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスのメッシュ状ネットワークのメッシュ・ポイント（ＭＰ）において実行され
るパケット経路制御の方法であって、
　プローブ応答を受信するステップと、
　前記プローブ応答に基づいて前記ワイヤレスのメッシュ状ネットワークにおける全ての
アクティブなメッシュ・ポータルに対する経路メトリックを生成するステップと、
　パケットを受信するステップと、
　パケットの宛先が前記ワイヤレスのメッシュ状ネットワーク内にあるのか否かを判定す
るステップと、
　前記判定の結果が肯定的である場合にはメッシュ内経路選択アルゴリズムを使用して前
記パケットを経路制御し、前記判定の結果が否定的である場合には少なくとも二つのメッ
シュ・ポータルに対して前記パケットを転送するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記少なくとも二つのメッシュ・ポータルは、メッシュ外リソースを用いて、前記ワイ
ヤレスのメッシュ状ネットワーク内の宛先にパケットを転送するように構成されることを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ワイヤレスのメッシュ状ネットワークのメッシュ・ポイント（ＭＰ）において実行され
るパケット経路制御の方法であって、
　プローブ応答を受信するステップと、
　前記プローブ応答に基づいて前記ワイヤレスのメッシュ状ネットワークにおける全ての
アクティブなメッシュ・ポータルに対する経路メトリックを生成するステップと、
　パケットを受信するステップと、
　前記受信したパケットが前記メッシュ状ネットワークの第２のメッシュ・ポイント（Ｍ
Ｐ）によってサービスを受けている無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に宛てられているか
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否かを判定するステップと、
　前記判定の結果が否定的である場合にメッシュ外経路制御アルゴリズムにしたがって前
記受信したパケットを経路制御するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　前記受信したパケットを外部ネットワークに経路制御するステップをさらに含むことを
特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記外部ネットワークはインターネットであることを特徴とする請求項４に記載の方法
。
【請求項６】
　ワイヤレスのメッシュ状ネットワークのメッシュ・ポイント（ＭＰ）において実行され
るパケット経路制御の方法であって、
　プローブ応答を受信するステップと、
　前記プローブ応答に基づいて前記ワイヤレスのメッシュ状ネットワークにおける全ての
アクティブなメッシュ・ポータルに対する経路メトリックを生成するステップと、
　パケットを受信するステップと、
　前記受信したパケットが前記メッシュ状ネットワークの第２のメッシュ・ポイント（Ｍ
Ｐ）によってサービスを受けている無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に宛てられているか
否かを判定するステップと、
　前記判定の結果が否定的である場合にメッシュ外経路制御アルゴリズムにしたがって前
記受信したパケットを経路制御するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記受信したパケットを外部ネットワークに経路制御するステップをさらに含むことを
特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記外部ネットワークはインターネットであることを特徴とする請求項７に記載の方法
。
【請求項９】
　ワイヤレスのメッシュ状ネットワークにおいてパケットを経路制御するメッシュ・ポイ
ント（ＭＰ）であって、
　パケットを受信するように構成された送受信機と、
　前記受信されたパケットの宛先を格納するように構成されたメモリと、
　受信したプローブ応答に基づいて前記ワイヤレスのメッシュ状ネットワークにおける全
てのアクティブなメッシュ・ポータルに対する経路メトリックを生成し、パケットの宛先
が前記ワイヤレスのメッシュ状ネットワーク内にあるか否かを判定し、パケットの宛先が
前記ワイヤレスのメッシュ状ネットワーク内にあるという判定に応答してメッシュ内経路
選択アルゴリズムを使用してパケットを経路制御し、パケットの宛先が前記ワイヤレスの
メッシュ状ネットワーク外にあるという判定の場合に少なくとも二つのメッシュ・ポータ
ルにパケットを転送するように構成されたプロセッサと
　を備えたことを特徴とするメッシュ・ポイント（ＭＰ）。
【請求項１０】
　前記少なくとも二つのメッシュ・ポータルは、メッシュ外リソースを用いて、前記ワイ
ヤレスのメッシュ状ネットワーク内の宛先にパケットを転送するように構成されることを
特徴とする請求項９に記載のメッシュ・ポイント（ＭＰ）。
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